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上 背 景とねらい

本県の農地への有機物の施用量は、全国的に見てもトップレベルにある。有機物を有効

に利用して、良品質の安定多収を実現している例も多い一方、資材や肥料の過剰施用とと

もに、無計画な有機物施用によつて、土壌中の義分の過剰蓄積や、
・
多肥による生産の不安

定を招いている例も少なくない。

また、環境への関心がかつてなく高まっているなかで、有機物を含めた施肥等による環

境汚染を懸念する声も高まつており、有機物施月についてはこれまで以上に慎重な施用童

の決定がされるべきである。

各種の有機物の含有養分量と、牛屈肥を基準とした各養分の当室や、施用量の目安等に

ついては既に参考に供しているところであるが、有機物からの空素の養分放出特性は明ら

かでなく、情報提供が求められていた。

今回培義試験等により、主にいなわら牛厭肥等について、有機物の知土壌中での空素放

出特性等について知見が得られたので、参考に供する。

2 技 術の内容
1)乾 物中全窒素を測定することによつて、有機物のC/N比は下式によりおおまかに推定

可能である。

推定C/N比率算出法
35料  ÷  乾 物中全窒素%=推 定C/N比

率C/N比 (有機物の空素含量に対する炭素含量比)
耕 大部分の有機物の炭素含量は35%内 外である。

(2)有機物のC/N比が小さい程、空素の放出が多く、逆にC/N比が大きいと窒素の放出は少

なくなり、むしろ土壌中の空素を取り込む場合もある。性状の不明な有機物も推定C/N

比を求めることにより知地での窒素放出特性が推定できる。

表1 乾 物中全窒素分析による有機物の推定C/N比と窒素放出特性

乾物中全窒素% 推定C/N比 窒素放出特性

1.8%以 下 20以 上

1.8～ 3.5% 1 0～ 20

10以 下

当作の空素放出は望めない。C/N比の

値が大きくなる程、窒素飢餓の恐れが

ある。

牛屈肥程度の釜素放出が期待できる。

当作でかなりの空素放出が見込まれ

る。C/N比の値が小さくなるほど、化学

肥料に類似した性格となる。

3.5%以 上
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(3)代 表的な有機物の、畑地での夏作露地条件下での空素放出率は表2の通りに推定さ

れる。放出された窒素は、化学肥料とほぼ同等の肥効を示す。

表2 有 機物中の窒素の畑土壌中での窒素放比率の目安

有機物名 推定窒素放出率 化学肥料N代 替効果

いなわら牛厩肥承 10%程 度 全空素の約10%が 代替可能
〃 30～ 50%が 代替可能

代替効果なし。生育によつて

N増 施の必要あり。

乾燥鶏糞承*

いなわら黙*
30～ 50%程 度
0%な いしはマイナス

承 C/N比16前後のもの。 承承 C/N比8前後のもの。 承承* C/N比36前後のもの。

3 指 導上の留意事項

(1)に整誓R舎需香?客揺坊筈紹績零attτを
に従つて、「土壌・作物分析マニュアル」

とする。

→ 乾 物中全窒素分析 → 推定C/N比算定試f4採取
忌こ少謂1霊)  試

料
藩篭品

粉砕
     (P。60～61)

C/N比20以上)に ついては、実際のC/N比に比

景暑景'轡畳岩縁告埜督歩転寮望ふ場軍脅免
るので、新規開発地等では既存畑に比較

(4)有 機物は運用することによつて地力空

2霰香挙を蕩準省磐羞揚を通青早電晶た
う留意する。

経高通除む警績癌腎蟹所楢たP盆繁選手歴滝磐惣P露墓F経雇畜尋縁嘉慧窪軍塚碁法
する。
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